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図表 189 香川県「医療的ケア児等支援センター」広報資料 
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図表 190 高知県重症心身障害児者・医療的ケア児等支援センター「きぼうのわ」 広報資料 
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図表 191 岐阜県 重症心身障がい在宅支援センター「みらい」広報資料 
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図表 192 岐阜県 重症心身障がい在宅支援センター「みらい」機関誌

（令和４年１月発行第 14 号 抜粋） 

図表 193 富山県「医療的ケア児等支援センター」 広報資料 



230 

 

図表 194 世田谷区「医療的ケア相談支援センター」広報資料 
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なお、専門性ある人材がチームとなって、医療機関の在宅移行等を支援する青森県

（「多職種コンサルテーションチーム」）や事業所等の医療的ケア児受け入れを支援する

札幌市（「札幌市医療的ケア児等支援機関サポート医師配置業務」）の取組もあり、直接

支援を行わないという点でいわゆる「医療的ケア児支援センター」とは異なるものの、そ

の活動を発展させることでセンターの設置を目指している自治体もある（青森県）。 

図表 195 青森県「医療的ケア児支援体制「多職種コンサルテーションチーム」活動広報資料 

 

センター等設置の効果に関して最も多く指摘されたのはワンストップ対応窓口が確保で

き、医療的ケア児家族やその支援者が相談内容や児の年齢によらず相談できるようになっ

たという点であった。その他、専門性の高い事例に対応できるようになったこと、支援者
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や市区町村がセンター等のバックアップを受けながら活動できるようになったことも挙げ

られている。 

 

エ．テーマⅣ 災害時に必要な支援 

都道府県、市区町村を問わず多くの事例で行われていたのは、医療的ケア児家族の災害

対策の取組を支援するための「ツール」の開発・提供である。ツールの具体例としては、

つくば市の「災害時対応ガイドブック」や「災害時対応ノート」が挙げられる。「災害時

対応ガイドブック」は災害対策の「解説書」のような位置づけであり、平時からの対策と

して必要な準備等を解説している。また、「災害時対応ノート」は、医療的ケア児自身に

関する情報を書き込んだり、緊急時の連絡先を整理することのできるツールで、必要とす

る医療的ケアの内容のような基礎的な情報から、医療用機器が完全に充電した状態でどの

程度の時間使えるのか、喀痰吸引機は電源の不要なもので代替することができるかといっ

た、非常時を想定して事前に確認のうえ記入する項目が取りまとめられている。 

図表 196 つくば市「災害時対応ガイドブック」（抜粋） 
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